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1. はじめに 

 2022 年度から高等学校の「情報Ⅰ」が必履修

科目となった．「情報 I」では，これまで多くの

高校で履修されていた「社会と情報」で扱われ

ていない，プログラミング，データサイエンス

（「情報 I」ではデータの活用）等が必修となり

内容が高度になっている．教育内容の高度化に

より，学習到達度のばらつきが拡大する可能性

がうかがえる[1]．また，初等，中等教育と進行

するにつれて，情報活用能力のばらつきが拡大

していく現象を確認できる[2]．したがって，学

習者を一定水準の学習到達度へ導く方略が必要

である． 

 これに対して，一つの支援策としてラーニン

グアナリティクス（LA）の活用が考えられる．

LA は，教育学習データを収集，測定，分析，レ

ポート化する一連の手法のことであり，主に高

等教育機関で活用が進みつつある[3]．高等学校

においても LA を活用した教育実践が始まってお

り，情報 I における LA の導入の検討が進められ

ると考える．  

 本研究では，それに向けたファーストステッ

プとして，高校「情報Ⅰ」のための LA を活用す

る教育学習支援システムの実験環境を構築した． 

 

2. 想定する教育学習支援システム 

2.1 システム要件 

（要件１）教育学習データの標準フォーマット

(xAPI)に対応 

  本研究では，LA の標準フォーマットである

xAPI[4]を使用することで，さまざまな教育学習

支援ツールからのデータを，一貫性をもって収

集するようにする．xAPI は，ADL(Advanced 

Distributed Learning)によって策定された，学

習行動などのデータを記録，保存，検索できる

ようにするための仕様である．xAPI は，JSON

形式でデータを扱い，「ステートメント」とよ

ばれるデータ構造を使用する．  

 たとえば，情報科のプログラミング教育にお

いてLAが試行されている[5]が，これらはプログ

ラミング演習環境内に閉じた独自フォーマット

のログを収集・分析することで実現されている．

これに対して，標準フォーマットで教育学習デ

ータを扱うことにより，学習活動をより大域的

に分析できるようになる．  

  

（要件２）ツール間の LTI連携機能 

 目的に応じたツールを円滑に追加できるよう

にすることと，ツール間でのユーザ情報を一貫

して識別できる教育学習データを管理できるよ

う に す る た め に ， LTI(Learning Tools 

Interoperability)連携機能を有するものとする．

なお， xAPI 形式のログ出力に対応していない

ツールを追加する場合，ログ出力機能を追加す

るものとする．  

 

2.2 教育学習支援システム 

 要件に沿ったシステムを図 1のように想定して

いる． 

 教科に共通する教育学習支援機能を提供する

ツールとして，LMS,講義ビデオ配信システム，

電子教科書などがある．情報 I 向けの機能を提供

するツールとして，たとえばプログラミング環

境やデータ分析環境などがある．各ツールから

の xAPI 形式のログを蓄積するために，

LRS(Learning Record Store)を備える．  
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3. LA を活用する実験環境 

 図 2は，我々が構築した教育学習支援システム

の実験環境である．本環境では，LMS として実

際の教育現場でも多く使われている Moodle を導

入し，情報Ⅰのプログラミング学習専用ツール

として PyPEN[6]および，独自に開発した講義ビ

デオ配信システムを導入した． 

 LRS として Learning Locker を導入した．

Learning Locker を利用することで，xAPI 形式

のログの蓄積だけでなく，蓄積されたログの可

視化も行う環境も同時に提供することができる． 

Learing Locker 構築時の単体試験として，

Chromeのプラグインである Talend API Tester

を用いて，xAPI 形式のデータをクライアントか

ら直接 Learing Locker へ POST し，Learing 

Locker の画面でそのデータを確認することがで

きた． 

 Learning Locker では，Web Server(nginx)が

連携の窓口となり，各システムからの xAPI デー

タは，xAPI Service経由でMongoDBに蓄積され

る．蓄積されたログに関しては UI Server経由で

MongoDBからデータ取得が行われる． 

 Moodle においては，Logstore xAPI のプラグ

インを導入した．Logstore xAPIを活用すること

で，Moodle 上での学習ログを xAPI 形式に自動

変換し Learning Lockerへ送信することが可能と

なる．Logstore xAPI の導入を行い Moodle から

連携された xAPI 形式のログを Learning Locker

で確認することができた． 

 PyPEN および講義ビデオ配信システムについ

ては，Moodle から LTI 連携されたデータを受け

取る機能および xAPI 形式の出力機能が無いため

プログラムの修正を行いそれらに対応させた．

各専用ツールから Learning Lockerに xAPIデー

タを送信し，そのログを確認することができた． 

 

4. おわりに 

 本稿では高校「情報Ⅰ」のための LA を活用す

る教育学習支援システムの実験環境を構築した． 

 LMSから専用ツールへの LTI連携，LMS及び

専用ツールから LRS への xAPI データを蓄積す

る環境を構築することができた． 

 今後は，専用ツールの xAPI 出力トリガおよび

ステートメントの精査を行う．同時に，この実

験環境を利用したモデル授業を作成・実施し，

実際に収集されたログを分析したい．これによ

り，高校「情報Ⅰ」において教員と生徒の学習

プロセスの最適化を目指していきたい． 
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図 2 実験環境のシステム構成 
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